
平成21年 8月 7日
兼 松 株 式 会 社

平成２２年３月期　第１四半期　連結決算ハイライト
（単位：億円）

平成２１年３月末比

前年同期比で減収減益となったが、黒字確保 増減 増減率

売     上     高 ：　２，０３５億円 ３４．４％の減収 　総資産 4,149 4,077 △ 72  △1.7%

営　業 　利　益 ：　２４億円 ６１．１％の減益 　グロス有利子負債 2,136  2,047 △ 89  △4.2%

経　常 　利　益 ：　１７億円 ６３．１％の減益 　ネット有利子負債 1,346 1,204 △ 142  △10.5%

当 期 純 利 益 ：　８億円 ２８．３％の減益 　 株主資本 510 518 8 1.6%

　 　（内、利益剰余金） △ 38 △ 30 8 -

（単位：億円） 　 評価・換算差額等 △ 261 △ 244 17 -

　 少数株主持分 171 172 1 0.7%

増減額 増減率 見通し 進捗率 見通し 進捗率 　純資産合計 420 446 26 6.2%

売上高 3,102 2,035 △ 1,066  △34.4% 4,500 45.2% 10,000 20.4% 　自己資本　（注1） 249 274 25 10.0%

売上総利益 232 177 △ 55  △23.8% - - - - 　自己資本比率　（注2） 6.0% 6.7% 0.7pt増 －

　販売費・一般管理費 171 153 △ 18  △10.5% - - - - 　ネットDER　　（注3） 5.4倍 4.4倍 1.0pt減 －

営業利益 61 24 △ 37  △61.1% 55 43.2% 155 15.3%
（注1）自己資本＝純資産－少数株主持分　　（注2）自己資本比率＝自己資本／総資産　　（注3）ネットDER＝ネット有利子負債／自己資本

　受取配当金 3 3 0 - - - - -

　利息収支 △ 12 △ 9 2 - - - - -

　持分法損益 △ 2 △ 4 △ 1 - - - - -

　その他 △ 5 3 8 - - - - -

  営業外収支 △ 16 △ 7 9 - - - - -

経常利益 45 17 △ 29  △63.1% 35 47.7% 115 14.5%

　特別利益 1 5 5 595.6% - - - -

　特別損失 △ 6 △ 5 1 - - - - -

税引前当期純利益 40 17 △ 23  △58.2% - - - -

　法人税等及び少数株主利益 △ 29 △ 9 20 - - - - -

当期純利益 11 8 △ 3  △28.3% 10 79.4% 50 15.9%

（単位：億円）

H21/3期 H22/3期 前年同期比 H21/3期 H22/3期 前年同期比

第１四半期 第１四半期 増減額 第１四半期 第１四半期 増減額

　　Ｉ　　　　Ｔ 683 541 △ 141 15 6 △ 9

　食品・食糧 872 667 △ 205 19 6 △ 12

鉄　　鋼 438 219 △ 219 17 11 △ 6

プラント 239 138 △ 101 3 △ 3 △ 6

　鉄鋼・プラント 676 357 △ 320 20 8 △ 12

エネルギー 693 382 △ 312 4 0 △ 3

ライフサイエンス 81 51 △ 30 1 1 △ 1

　ライフサイエンス・エネルギー 774 433 △ 341 5 1 △ 4

　そ　の　他 96 37 △ 59 2 2 0

　消去又は全社 - - - 1 1 △ 0

　合　　　計 3,102 2,035 △ 1,066 61 24 △ 37

平成22年3月期
通期

部門別セグメント情報

損益の状況
前年同期比

H21/3期
第1四半期

H22/3期
第1四半期

売上高 営業利益

平成22年3月期
第2四半期

資産・負債及び
純資産の状況

平成２１年３月末 平成２１年６月末

売上高
需要低迷に伴う取扱高の減少、商品相場の低位推
移に伴い、全部門で減収。

売上総利益
売上高の減少に伴い減益。

営業利益
販売費及び一般管理費が減少したものの、売上総
利益の減少に伴い減益。

経常利益
持分法損益が悪化したものの、有利子負債の削減
による利息収支の改善と為替損益の良化により、営
業外収支は良化。しかし、営業利益の大幅減益によ
り、減益。

当期純利益
前年同期比で減益となったが、税金費用等の改善
により、黒字確保。

当期実績の概要

Ｉ　Ｔ
航空機関連事業、モバイル関連事業は順調な一方で、電子部品・半導体装
置関連、ソリューション関連事業を中心に取扱高が減少。全体で減収減益。

食品・食糧
食品事業は、高価格品販売が苦戦するも、低価格品販売は好調。加工度の
高い商品の販売を進めた水産事業が順調に回復。食糧事業は、穀物相場
下落、飼料関連取引の利益落ち込みが影響し、全体で減収減益。

鉄鋼・プラント
鉄鋼・プラント事業ともに、中東向け輸出取引が順調であった一方、自動車
関連取引が減少。工作機械事業は厳しい外部環境が継続し、全体で減収減
益。

ライフサイエンス・エネルギー
原油相場は反転したものの、景気低迷により国内需要が減少し、減収減
益。

その他
アルミリサイクル事業の縮小により減収となったが、相場回復により若干の
増益。

各部門の概要

概　　要

総資産
営業債権の減少を主因として、72億円減少。

有利子負債
約定弁済や外貨換算レートの影響により、
グロス有利子負債は89億円減少。
ネット有利子負債は現預金の増加もあり、
142億円減少。

純資産
四半期純利益の計上により、株主資本が増加。
評価･換算差額等も改善。
その結果、自己資本比率は6.7%、
ネットＤＥＲは4.4倍に改善。

＊本資料に記載されている業績予想ならびに将来に関する記述は、当社が発表日現在入手可能な情報および合理的な仮定に基づいた推測を
　 前提としたものであり、実際の業績は様々な要因により本資料に記載されたものと大きく異なる可能性があることにご留意ください。
＊記載の数値は億円未満を四捨五入しておりますので、個別数値と合計数値が異なる場合があります。
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経常利益推移
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